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審 査 の 要 旨 
【批評】 
本論文は，屈曲波および屈曲波により生成される音場を解析する手法を整理するとともに，その特
徴を利用したアプリケーションを創出することを目的とした研究をまとめたものである。従来，ハニ
カム積層板は複雑な構造をもつため，その伝搬特性は FEMシミュレーションや実験により得られてき
た。本研究で提案した手法は簡易な計算で屈曲波の伝搬特性の算出を可能にするものであり実用的な
価値が認められ，高く評価できる。この応用として屈曲波により生成される傾斜平面波を用いて音声
誘導を行うシステムが提案されている。前述の計算手法を用いてハニカム積層板を設計することで音
声の周波数帯域で傾斜平面波の生成が可能であることを示すとともに計算の妥当性が実験で検証さ
れた。提案システムは聴取者に目的地の方向を明確に知覚させるのに有効であることが示された。次
に，エバネッセント音場による近接音響通信システムを提案している。シミュレーションだけでなく，
実験により振動板近傍でのみ音響データを受信可能であることが確認され，提案システムの有効性が
示されたことは高く評価できる。これに加えエバネッセント音場からの漏洩音波の放射を抑制する手
法を考案し，数値シミュレーションによりその実現可能性が検証された。これらより，本論文は当該
分野における振動・音場解析とその応用に有用な知見を与えるものであり，高く評価できる。 
【最終試験の結果】 
平成２８年１月２１日，システム情報工学研究科において，学位論文審査委員の全員出席のもと，
著者に論文について説明を求め，関連事項につき質疑応答を行った。その結果，学位論文審査委員全
員によって，合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
 
